　　　　　　　第44回上田千曲高校同窓会関東支部総会議事録　　　　　（1）
同窓会関東支部総会　［平成30年10月21日（日）11時30分より　アリスアクアガーデンTOKYO 銀座店］
　【関東支部総会議事録】　　    　（関東支部総会参加総数:63名　関東支部会員：55名、来賓：8名）
  第1部　 関東支部総会　  アリスアクアガーデンTOKYO 銀座店（11:30～13:20） 
司会    小林 務 幹事　(建築科S32年卒)

（１）開会の辞　　司会　　小林 務　建築科幹事より開会宣言

(2)　校歌斉唱　　２番まで参加者全員で斉唱
（3） 会長挨拶    杉崎 壽三男　関東支部会長（建築科 S29年卒）

　　　　　　　　　先ず、昨年の母校創立100周年記念式典に、関東支部からも45名の会員が参加いたしまして盛大に祝賀することができた旨挨拶され、また、寄付をして頂いた方への感謝の言葉が述べられ大成功の記念式典で終わることができたと述べられた。またこうした祝賀ムードの中、今回は気分を一新し、関東支部総会の会場を「上野の森」から東京の中心地の「銀座」に移して始めての開催になります。また、同窓会関東支部の改革・発展を目的に、「関東支部会改革委員会」が昨年より準備され、中村事務局長を中心に各科委員を選出し、約1年にわたり議論を進めてまいりましたが、一応の議論が終わったことに対して感謝を表明した。本日を契機に更に改革が進むことに期待したい、本日はゆっくりとお楽しみ下さいと挨拶を結んだ。
　　（※）　　　　ここで、前事務局長であった、佐藤宏次相談役（機械科S37年卒）に記念品の贈呈があり、杉崎会長から手渡された。

　

　(4) 来賓紹介　　本部同窓会幹事　南波ひろみさんより紹介された。
　　　　　　　　　学校長：松沢 武人先生、定時制教頭：矢澤 正章先生、恩師：大川 秀一先生、本部同窓会会長：若林 邦彦様、本部同窓会会長代行：深町 共榮様、本部同窓会副会長：宮下 幸良様、本部同窓会幹事：清水 高市先生、本部同窓会幹事：南波ひろみ様
　(5)　来賓挨拶　 松沢 武人 上田千曲高校　校長先生の挨拶

　　　　　　　　　先ずは、昨年の長野県上田千曲高校創立100周年記念式典を盛大に開催でき、関東支部からの参加者も多数ご出席頂いたことへの御礼を述べられた。今年は100プラス１の年として、新たなステージとなっており、少子高齢化にともない、高校の再編成が長野県においても進められておりますと話され、既に、望月高校は再編され高校名がなくなる高校もあります。上田千曲高校はなくならないと思いますが、現在の７学科・７クラスは、５学科・５クラスに再編される可能性が出てきていること、また、現在の定時制は機械科ですが「普通科」に再編されることも考えられますと紹介された。その意味で新たな上田千曲高校へとステップアップしていく必要があると率直に話された。　そのような中、地元企業、信州大学、長野大学、上田女子短期大学、長野工科短期大学校等と連携し、「もの作り」活動の支援をしたり、就職する生徒の資格取得の支援、また大学、専門学校に進学する生徒の支援にも積極的に取り組み、校訓である「一、質実剛健　一、社会人としての協調心、一、職業的特質の伸長、品位ある個人の完成」を挙げ実学を通し、文武両道で人間としての資質を高める教育実践をしてまいりますと挨拶された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　　　来賓挨拶　　若林 邦彦 同窓会長（電気科　S37年卒）ご挨拶
　

                  先ず、長野県上田千曲高等学校の卒業生が２８,０００名を超え、社会に有意な人材を輩出しており、製造業を中心にかなりの人が上層部で活躍もして喜ばしい限りである。地元企業ともタイアップし、「もの作り」（新しいイノベーション創出）活動にも力を入れている。母校100周年記念事業としては、扇風機の全教室への設置は完了し、ソーラーパネル設置による太陽光発電も売電できる事業（年間270万円）になりました。募金も予定額以上になり、感謝に堪えない。記念事業としては、「創立100周年記念誌」の発刊が待たれるところです。少子高齢化による人口減少から、長野県の高校再編も進んできているが、上田地域は、信州大学、長野大学、上田女子短期大学、長野工科短大学校、などと連携し、高大一貫性をめざす取り組み、高校3年間に学んだものを次の時代に役立つものとして新しいシステムを構築していく必要があると力説された。関東支部の益々の
　　　　　　　　　発展に期待いたしますと話しを結んだ。

（6）関東支部総会議事　　
ここで司会の小林（務）幹事から、会則第9条に基づき平成29年度事業報告等の総会議事に入ることを知らせ、先ず議長を選出してから、関東支部総会の議事に入ることを告知した。
① 議長選出　  司会者より議長選出につき参加会員に声をかけたところ、司会者一任ということで、声がかかり、今回建築科が当番とのこともあり、司会者自らが議長に立候補し、全員の賛同を以って、小林務さん（建築科Ｓ32年卒）が議長に就き、議事進行を務めて頂くことになった。
議長より、議事の議事録作成者として坂田和夫（電気科Ｓ47年卒、電気科部会長）、署名者として高橋忠正（機械科Ｓ39年卒、機械科部会長）が指名された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

② 事業報告、決算報告　　　（※議案書は会員に当日受付にて配布済み）
中村事務局長（機械科Ｓ44年卒）より、
１）＜第１号議案＞事業及び決算報告（平成29年10月1日～平成30年9月30日）について総会資料(議案書)に基づき説明がなされた。

①平成29年度の事業報告では、[支部内][母校本部関連][関連部門関連]の３つに大別して、１年間にわたる事業報告がなされた。
[支部内主な事業]

・H29.11.19; 第43回関東支部総会（上野精養軒）、参加者72名（関東61,本部11）
・H30.01.25; 大相撲1月場所見物（両国国技館）、参加者8名
・H30.01.31; 第1回役員総会・第1回改革委員会・新年会（東京ガス四谷クラブ）参加者22名

・H30.02.11; 建築科部会；大相撲トーナメント見物（両国国技館）、参加者8名
・H30.03.03; 関東支部紹介文書配布（本校卒業生の関東在住予定者約70名に対して配布）

・H30.02.25; 建築科部会；春風亭小朝独演会（光が丘IMAホール）、参加者4名

・H30.04.08; 機械科部会；迎賓館見学・懇親会（四谷クラブ）、参加者30名（機械28名、他科8名）
・H30.04.25; 建築科部会；役員会開催、参加者4名
・H30.04.28; 第2回役員総会・第2回改革委員会（北区赤羽会館）、参加者20名

・H30.05.11; 千球会ゴルフコンペ大会実施（大宮カントリー倶楽部）、参加者10名

・H30.07.07; 機械科部会；母校「千曲祭」見聞訪問、参加者3名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
・H30.07.23; 会報NO.23号発行（発行日付；平成30年8月1日）

・H30.07.20; 関東同窓会活動参加呼掛け文書配布（本校会報配布時に同封；関東在住卒業生に）
・H30.07.28; 第3回役員総会・第3回改革委員会(飯田橋、東京ボランティアセンター)参加者17名

[母校本部関連主な事業]

・H29.10.12～15; 母校創立100周年記念「総合作品展」（ｻﾝﾄﾐｭｰｾﾞ）関東支部から9名､展示協力
･ H29.10.14; 母校創立100周年記念式典（ｻﾝﾄﾐｭｰｾﾞ）・祝賀会（上田高砂殿）関東支部から45名
・H30.04.12; 本部三役会、杉崎会長参加
　　　 ・H30.04.26; 本部理事会、杉崎会長参加

       ・H30.05.12; 本部総会、杉崎会長参加

　　　 ・H30.09.09; 本部会員大会（上田高砂殿）、参加者、中村事務局長以下3名

       [関連部門関連主な事業]

　　　 ・H30.02.03; 長野県高等学校同窓会東京連合会総会（ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市谷）49校234名､中村事務局長参加

       ・H30.03.25; 同上東信同窓連理事会（山野愛子邸）、14校39名、中村事務局長参加

　　　 ・H30.05.27; 同上東信同窓連総会（はくぶん）、12校46名、中村事務局長参加
　　　 ・H30.7中旬；同上、会報誌に母校100周年記記念記事掲載、杉崎会長寄稿

　　　　
以上が平成29年度の事業報告となります。

　　ここで、議長の方で、質問を求め審議に移りましたが、質問はなく、異議もないとのことで、採決に移　　

　　り、全員の拍手で「第１号議案の①「平成29年度の事業報告」は承認されました。

    ②平成29年度決算報告（平成29年10月1日～平成30年9月30日）を「平成29年度決算報告書（案）」（総会配布議案書）に基づき中村事務局長より詳細の報告がされた。
主旨説明として、収入の部、1,038,777円、支出の部、1,038,777円(次年度繰越金として150,358円を含む)であるとの報告があった。特記事項としては、広告収入（24,000円）で会報の印刷代が賄えたこと、役員カンパ・募金の雑収入（175,784円）があったことで、財政面のカバーができた事が挙げられる。
　　２）＜第2号議案＞監査報告（平成29年10月1日～平成30年9月30日）について総会資料(議案書)に基づ　

　　　　き、事務局より提出された「平成29年度決算報告書（案）」につき監査した結果をご報告頂き審議

　　　　します。
　　　・監査報告を、会計監査役の沢崎明彦さん（建築科S38年卒）、塚田昌司さん（商業科S32年卒）より
　　　　報告をして頂いた。
　・会計監査の方に提出頂いた「平成29年度決算報告書（案）に関し、帳簿、証憑等照合監査の結果、
    相違ないことを確認致しました。」と報告がありました。

　・監査日の日付は、平成30年10月13日で、会計監査の沢崎明彦さんと塚田昌司さんの署名・捺印が
　　されております。

ここで、小林議長より、一括して、第1号議案の②平成29年度決算報告書（案）と第2号議案の監査

報告について審議に入り、質疑を求め、参加者に発言を促したが、議なしとの声が上がり、採決を
した結果、全員の拍手をもって承認された。
これをもって、＜第１号議案＞②の平成29年度決算報告書（案）は、（案）はとれ「平成29年度決報
告書」となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

３）＜第3号議案＞事業計画及び予算（自H30.10.1～至H31.9.30）
①事業計画（案）の説明
中村享二事務局長（機械科S44年卒）より、平成30年度事業計画（案）（平成30年10月1日～平成31
年9月30日）について、総会資料(議案書)「事業計画（案）」に基づき、提案がなされた。

【概要】を先ず説明。

会長の基本構想「会員相互の親睦向上」「部会の活性化と会員増」を踏まえH29年度改革委員会よ

　　　　り提唱された“出来る事から実行”をコンセプトに新会則に沿った会の改革活動に着手する。具体

　　　　的には更なる活性化と発展を目指し次の事項を重点的に取り組む。
(1)各科部会の実状に合わせた運営体制の総点検と再検討。
(2)各科名簿の精査と新規会員、特別会員の掘起し活動。

(3)親睦向上に繋がる事業運営と赤字体質改善対応。
　 その為にも各種事業推進に当たっては各方面とも協議の上、役員個々が役割意識を明確にし一致

　 協力の下、誰もが楽しく参加できる関東同総会づくりを目指す。

【主な行事予定】

　＜支部内＞

　 H30.10.13； H29年度第4回役員総会・第4回改革委員会

　 H30.10.21； 第44回関東支部総会（アリスアクアガーデンTOKYO銀座店）

   H30.10.26； 千球会秋季ゴルフコンペ（大宮カントリー倶楽部）
　 H30.11.27； 家政科部会開催予定（パセラ銀座）

   H31.01.19； H30-H31年度第1回役員会（東京ボランティアセンター予定）

   H31.04.中； 機械科部会開催予定（場所未定）

　 H31.04.27； H30-H31年度第2回役員会（場所未定）

   H31.05.中;　千球会春季ゴルフコンペ（大宮カントリー倶楽部）

　 H31.07.06； H30-H31年度第3回役員会（場所未定）

   H31.07.中； 会報第24号発行

　 ……………………………………

　 H31.10.05； H30-H31年度第4回役員会（場所未定）

   H31.10.19； 第45回総会　（アリスアクアガーデンTOKYO銀座店）
　　　　＜母校・本部関連＞

　　　　・先方の計画に沿い、協力参加する。

　　　　＜他部門関連＞

　　　　・先方の計画に沿い、協力参加する。

　　　 ここで、事業計画（案）の説明・提案は以上で終了。
続けて、中村事務局長から総会資料（議案書）に基づき②予算（案）について説明。

②予算（案）…「平成30-31年度予算書（案）」（自H30.10.1～至H31.9.30）に基づき、平成30年度-H31年度予算（案）について、議案書を提示しながら説明された。
・収入の部；前年度繰越金：150,358円、年会費：100,000円、総会費：700,000円、会議費：40,000　　円、広告収入：20,000円、雑収入：49,642円、合計：1,060,000円
・支出の部；総会費：700,000円、会議費：30,000円、通信費：60,000円、交通費：20,000円、事務費：60,000円、その他会費等：40,000円、次年度繰越金：150,000円、合計：1,060,000円
以上の通り、収入の部、支出の部の予算（案）が計上提案された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　(5)
ここで、小林議長より３）＜第3号議案＞①の事業計画（案）、②平成30年-31年度予算書（案）に

対して一括で質疑があるか否かを求めたが、異議なしとのことで、議長のもと、採決に入った。
議長より、賛同頂ける方の拍手を求め、全員の拍手をもって、＜第3号議案＞は採択され、事業計画（案）は承認され、平成30年-31年度予算書（案）も採決され承認された。その結果、（案）は取れ、｢平成30年-31年度予算書｣となった。
次いで、小林議長の方から＜第４号議案＞　会則改定について審議すると宣言。

　　 ４）＜第４号議案＞会則改定について、中村事務局長（関東支部改革委員会委員長）から、会則改定（案）につき、パワーポイントを使用し、ここまで来るまでの背景・経緯・会則改定内容につき、プ　　　レゼンが行われた。
　　　 関東支部の成り立ち等も案内しながら、同窓会関東支部の発展、活性化のため、また、より良い

　　　 親睦の輪を広げるため、関東支部改革委員会を立ち上げ約１年に亘る協議、審議を重ねてきた旨を
　　　 報告して、本題に入った。

　　　

　　　配布した議案書に基づき、４）＜第４号議案＞会則改定についての審議を開始した。

　　　「長野県上田千曲高等学校同窓会関東支部会会則」から「長野県上田千曲高等学校関東同窓会会則」（案）とする旨の改定理由を、中村事務局長から説明があった。
　　　・関東支部会の名称を、実状に合わせ分かり易くする、他校での同窓会の名称が、「関東同窓会」が

　　　　通常名称として使われている。

　　　　また、「関東同窓会」の略称を「ちくま会」としたのは、関東支部会の第１号会報（S50年）に会報名「ちくま」のひらがなが使われていること、漢字の「千曲会」は既に他の組織で使われていることもあり、略称「ちくま会」と称することにしたと説明。
　　　　

　　　・会則の第１章に入る前に、議案書Ｐ．９にある「補足」第２７条を黙読してほしいと案内された。

　　　　(補足)

　　　　第27条　母校が平成29年（2017年）に創立100周年を迎えるに合わせ、関東地区における同窓会の歴史経緯と実状に照らし合わせ、更には時代のニーズも勘案し今回会則及び会名称を現実に即した
　　　　内容へと改定する運びとなる。（母校本部同窓会規約の支部規程第９条－２項を勘案）

　　　　これは関東在住の同窓の方々の更なる親睦向上と会の発展、更には母校発展に寄与の目的の為に

行ったもので母校及び本部同窓会、更には在京の他同窓団体等との関係及び連携は従来通り何ら変わるものではない。(特に本部同窓会内での位置付けは支部のままとなる)
　　　　
　　　　上記、下線はポイントとなる。
　　　　以上の事を踏まえ、中村事務局長から、会則改定（案）の・第１章　総則、（名称）第１条、（目的）

　　　　第２条、（事業）第３条、（組織構成と事務局）第４条、
・第２章　会員、役員、オブザーバー、(会員)第５条、（会費）第６条、（会員名簿）第７条、（会員資格の喪失）第８条、（役員）第９条、（役員の責務）第１０条、（役員の選出と任期）第１１条、（役員資格の喪失）第１２条、（オブザーバー）第１３条、(オブザーバーの役割)第１４条、（オブザーバーの委嘱と任期）第１５条、（オブザーバー資格の喪失）第１６条、
・第３章　会議、（会議体）第１７条、（総会）第１８条、（役員会）第１９条、（部会会議）第２０条、

（その他会議体）第２１条、

・第４章　会計、（会計年度）第２２条、（資金、費用）第２３条、
・第５章　その他、（会則の変更）第２４条、（慶弔、表彰）第２５条、（その他）第２６条、そして

（補足）第２７条→本部同窓会内での関東同窓会の位置付けは支部のままとする規定　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6)

附則　・本会則は昭和４４年（1969年）に制定、施行される
　    ＊但し、制定時内容については現存記録なし

      ・平成７年（1995年）１１月１２日施行

　　　・平成１５年（2003年）１１月２４日施行

　　　・平成３０年（2018年）１０月２１日改定、施行

以上の説明を別紙配布した、「長野県上田千曲高等学校関東同窓会会則」（案）に基づき詳細にご説明

頂いた。

また、会則（案）の中の別表に、附記その１、・組織構成図として＜長野県上田千曲高等学校関東同窓会組織構成図＞を添付して、

関東同窓会における、最高決議機関は、「総会」と位置付け、役員、オブザーバーの位置付けを明確にした。また、従来の「名誉会長」は廃止する旨を説明。
顧問・相談役はオブザーバーとして会長より、諮問されることになった。

また、従来の部会の役員の名称が、「幹事」であったが、今後は「理事」の名称に変更される事も

提案された。

更に、附記その２、・部会、学科対応表　を添付し、今後の母校にて学科変更・新設等があった場合に備えることとした。H30(2018).10.21現在の対応表を別紙資料にて説明。

＜部会名称と母校学科名称の対応表＞
（＊母校にて学科変更、新設等があった場合は役員会にて都度協議決定する）
＊部会名称　　　　　　　　　＊母校学科名称
・建築科部会　　　　　　　　・建築科
・機械科部会　　　　　　　　・機械科　・定時制機械科　・電子機械科
・電気科部会　　　　　　　　・電気科
・商業科部会　　　　　　　　・商業科

・家政科部会　　　　　　　　・家庭科　・家政科　・食物栄養科　・生活福祉科

以上、会則改定（案）について、中村事務局長からの提案理由・改定内容の説明が終わり、質疑応答に移ることになった。
ここで小林議長から、総会議事の予定時間が超過しておりますがと前置きした上で、参加会員に対し質疑のある方の発言を求めた。

それに対して、「異議あり」とのことで、機械科S39年卒業の井出和輝さんから発言があった。

・井出和輝さんの発言：「母校同窓会との関係が分からない、独立しているようで、賛成できない。」
　と母校同窓会との関係、位置付けが分からないとの不満を述べられた。

　その発言に対して、機械科S31年卒の横沢義雄さんより、今回の会則改定に賛成意見が述べられた。

・横沢義雄さんの発言：「この１年間の改革委員会の努力に敬意を表したい。母同窓会と相いれない関係ではなく、母校同窓会の支援のもと、自主性を尊重して頂いており本部同窓会と協力して
　会員同士の親睦向上、母校の発展寄与のため活動させて頂いている。そのための改正であり賛成したい。」と発言された。
ついで機械科部会長の機械科S39年卒の高橋忠正さんが改定案への賛成意見を述べられた。
・高橋忠正さんの発言：「母校同窓会内での位置付けは、あくまでも支部としての位置付けであり、今回の会則改正案『(資金、費用)第２３条　本会の第4章会計の運営費用は年会費、母校本部同窓
(7)

会よりの助成金と還付金（本部同窓会規約第19条―４項及び同窓会支部規程第７条に基づく）、寄付金、事業に伴う収入及びその他の収入をもって充てる。』とあり運営面で何ら問題はないと思う」と改定案に賛成の立場を示された。
また、機械科S39年卒の柳沢今朝雄さんから発言がありました。

・柳沢今朝雄さんの発言：「会則改定案の第２３条、第２７条、本部同窓会規程第１９条－４項及び同窓会支部規程第７条に基づき、本部から助成金等を受けられるシステムが出来ている事からも本部同窓会との関係は良好であり、独立したものではない。改定案には賛成である。」
　先ほど発言された、機械科S39年卒の井出和輝さんからは、それに対して、更に発言された。

・井出和輝さんの発言：「まだ母校同窓会との関係が理解できないが、皆さんが賛成であればそれは

それでよい。」と述べられた。
中村事務局長からは、それらの意見を聞かれた上で、答弁され、母校同窓会との関係を次のように

答えられた。

・中村事務局長の答弁：「母校同窓会との位置付けは、あくまでも今まで通り、支部の位置付けであります。皆さんに黙読して頂いた、第５章 その他、（補足）第２７条にもある通り、本部同窓会規約の支部規程第９条－２項を勘案し、本部同窓会内での位置付けは支部のままとなる。」ことをお話しされ、理解を求めた。

　　　　ここで、本校同窓会幹事の清水高市先生（建築科卒）が発言され、疑問に答える形となった。
　　　・清水先生の発言：「関東同窓会と名称が変わったとしても、母校同窓会での位置付けは、支部と

　　　　しての位置付けであり、いままで通りであり何ら問題はありません。」と述べられた。
　　　　

　　　　最後に、杉崎壽三男会長が発言され、「賛成意見・反対意見が出ましたが、今回の改革・会則改定

　　　　がゴールではなく、新たなスタートとなります、約１年に亘り、改革委員、役員の審議の結果、ここまで辿りつくことができた。先ずは、ここでやってみて、更にいいものにしていければいいのではないかと思う、皆さんのご理解を頂きたい。」と思いを述べられ、審議を終了し採決を促された。
　　　　そこで小林議長から、審議をここで終了し、採決に入る事を参加会員に宣言し、採決に入った。

＜第４号議案＞会則改定について、「長野県上田千曲高等学校関東同窓会会則」（案）につき、賛成の方の挙手を求めますと採決を実施した。

その結果、参加者全員が挙手され、全会一致で、原案通り承認され、「長野県上田千曲高等学校関東同窓会会則」が本日（２０１８年１０月２１日）より施行されることになった。

採決後、全員の賛同の拍手もあり、杉崎会長、中村事務局長の謝辞があり＜第４号議案＞の審議は終了した。
これにより、関東支部総会の議事はすべて終了した旨、小林議長より宣言があり、第４４回上田千曲高等学校同窓会関東支部総会の「議事」は全て終了した。
以上議事は、11:30～13:20で終了

＊第Ⅱ部は関東支部の懇親会の為、内容は省略致します。（*ｱﾘｽｱｸｱｶﾞｰﾃﾞﾝTOKYO銀座店:13:30～16:00）
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